
１）減災対策協議会の背景と趣旨

２）減災対策協議会の開催経緯

３）減災のための目標

常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川等

大規模氾濫に関する減災対策協議会の趣旨・経緯

令和８年５月

第１２回 常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川等
大規模氾濫に関する減災対策協議会

資料３





1

１）減災対策協議会の背景と趣旨

■背景等

• 平成27（2015）年９月関東・東北豪雨、平成28（2016）年９月台風第10号等では、逃げ遅れによる多数の死者や

甚大な経済損失が発生。

• 全国各地で頻繁・激甚化する豪雨に対応するため、「施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生するもの」と考え、

ハード・ソフト対策が一体となって、社会全体でこれに備える「水防災意識社会」の再構築を図る。

• 平成29（2017）年６月水防法の一部改正に伴い「大規模氾濫減災協議会」が水防法へ定められた。

• 近年の気候変動に伴う降雨量の増大と水害の激甚化・頻発化に備えるため、「常願寺川・神通川・庄川及び小矢

部川流域治水プロジェクト協議会」が令和２年９月14日に設立され、令和３年度より主にハード対策に重点を置

いた取組が本格化したことから、本協議会では主に、避難・水防対策に重点を置いたソフト対策の取組項目を推

進することになった。

• 円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な排水を実現するため、大

規模氾濫時の減災対策として各構成員がそれぞれ又は連携して、計画的・一体的に

取り組む事項について、常願寺川、神通川、庄川、小矢部川の各流域における「減

災に係る取組方針」（以下「取組方針」という。）としてとりまとめている。

• 各構成員は、本取組方針に基づき連携して減災対策に取り組み、毎年出水期前に協

議会を開催し、取組の進捗状況を定期的に確認するなどフォローアップを実施して

いる。

■常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川等大規模氾濫に関する減災対策協議会
（平成28（2016）年４月21日設立）
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２）減災対策協議会の開催経緯

常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川等大規模氾濫に関する減災対策協議会の経緯

取
組
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捗
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況
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ロ
ー
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ッ
プ

H28.4.21 第1回協議会

R1.6.6 第5回協議会

H29.5.2 第3回協議会

H30.6.5 第4回協議会

R2.6.10   第6回協議会

R3.6.22   第7回協議会

H28.8.26  第2回協議会

第
１
期

第
２
期

「常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する減災対策協議会」 設立
［構成員 ：富山市、高岡市、射水市、砺波市、小矢部市、立山町、舟橋村、

富山県、富山地方気象台、富山河川国道事務所
オブザーバー：西日本旅客鉄道(株)、あいの風とやま鉄道(株)、

北陸電力(株)、関西電力(株)、電源開発(株)、利賀ダム工事事務所］

法定協議会に移行

R4.6.27  第8回協議会

R5.6.12   第9回協議会

R6.5.8    第10回協議会

R7.5.7 第11回協議会

減災に係る取組方針（第2期：R3～R7）改定

減災に係る取組方針（H28～R2）策定

取
組
進
捗
状
況
フ
ォ
ロ
ー
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ッ
プ

進捗状況フォローアップ開始

■平成27年９月関東・東北豪雨を契機に、社会全体で洪水に備えるべく「水防災意識社会再構築ビジョン」が策定され、平成28年４月に「常願寺
川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する減災対策協議会」を設立した。

■平成29年５月の第３回協議会にて本協議会の取組実施対象を拡大（富山県管理河川等を追加）し、以降は国・県による合同開催を継続している。
■平成28年８月に取組方針を策定し、改定も行いつつ、毎年、取組の進捗状況に関するフォローアップを実施してきた。

R8.5.12 第12回協議会

取組状況調査
整理対象年度

H28

H29

H30

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7
減災に係る取組方針（第3期：R8～R12）（案）
改定

・富山県管理河川等（上市川、白岩川、下条川流域）を本協議会の取組実施の対象に追加
・「常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川等大規模氾濫に関する減災対策協議会」に改称
・滑川市及び上市町が構成員として参画
・富山河川国道事務所(調査第一課※)・富山県(土木部河川課)が共同で事務局を行う体制に変更

南砺市が構成員として参画

緊急行動計画の改定（平成31年1月）に伴い、富山県土木部砂防課が構成員として参画。
また、国土地理院北陸地方測量部、立山砂防事務所、神通川水系砂防事務所がオブザーバー
として参画

緊急行動計画の改定（平成31年1月）に伴い、減災に係る取組方針（H28～R2）改定

富山地方鉄道(株)、万葉線(株)がオブザーバーとして参画

５年間で
１つの期

令和８年度～令和12年度
（第13回協議会～）

へ

※現：流域治水課

第３期
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３）減災のための目標

■常願寺川、神通川、庄川、小矢部川等において、各河川特有の洪水の理解や迅速かつ確実な避難、水防活動等を実施するため、各構成員が連携
して令和７年度までに達成すべき減災目標を以下のとおり設定し、対策を推進している。

■以下は第２期（令和７年度まで）の目標であり、第３期（令和８年度以降）は一部追記があるものの、ほぼ同様の内容を踏襲することとなった。

各河川の大規模水害に対し、

『洪水の理解とそれによる迅速かつ確実な避難』『社会経済被害の最小化』を目標とする

【各河川において実施する取り組み】

小矢
部川

庄川
神通
川

常願
寺川

項目

●●●●
①〈常願寺川～庄川〉急流河川特有の洪水現象について理解を頂くための

周知・理解促進の取り組み
〈小矢部川〉 小矢部川特有の～（以下同）

●●●●②各河川の特性を踏まえた大規模水害における避難行動のための取り組み

●●●●③洪水氾濫による被害軽減や避難時間確保のための水防活動等の取り組み

―●●―④一刻も早く社会経済活動を回復させるための排水活動の取り組み

地形・社会特性河川

氾濫流の流れが速く、富山市街地を含む広範囲に拡散する氾濫形態となる扇状地河川常願寺川

低平地に富山市の中心市街地が形成神通川

氾濫流の流れが速く、砺波・高岡・射水市街地を含む広範囲に拡散する扇状地河川庄川

庄川扇状地扇端付近に沿って流下し、沿川に高岡・小矢部市街地が形成され大型商業施設および
工業地帯等が立地

小矢部川

河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を安全に流す対策に加え、以下の取り組みを実施

【令和７年度までに達成すべき目標】（全河川共通）


